
最近Au-Ga系合金において、準結晶中の磁気秩序が初めて実験的に観測された[1]。
この実験事実は、周期性の欠如した準結晶系においても電子系の長距離秩序状態が実現
できる事を意味している。一方で準結晶中の磁気秩序がどのような発現機構・物理的性
質を有するのかという問いについては殆ど明らかになっておらず、その理論的解明が重
要課題となっている。その足掛かりとして、様々な準結晶における磁気秩序を解析し、
系統的な理解を得ることが必要とされている。
本研究では最近提案された六回対称準結晶格子に着目し、ハバード模型を用いること

で、その電子状態および磁気秩序を解析した[2,3]。副格子構造を有する準結晶格子で
は電子間相互作用𝑈𝑈 = 0の場合、エネルギー𝐸𝐸 = 0に巨視的に縮退した電子状態が現れ
ることが知られている。特に六回対称準結晶格子ではこの𝐸𝐸 = 0の電子状態が一方の副
格子にのみ存在するため、弱結合極限𝑈𝑈 → +0において強磁性的な秩序が発現すること
を分かった。更に秩序変数のサイト依存性には、格子の準周期性を反映した振る舞いが
現れることを明らかにした。
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